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児童相談行政のあり方検討プロジェクトチーム２
発達障がい児（者）支援体制検討会について

【 検討の目的 】
発達障害者支援法（以下「支援法」という。）に基づき、区内に住所を有する、発達障害者の心理機能の適正な発達・円滑な社会生活の促進・発達障害者が基本的人権を享有する個人としての尊厳にふさわしい日常生活又は社会生活を営むことができるように支援することを目的とする。

【 施策検討の主題 】
以下の4つの点について、支援体制等を検討する。
(1) 発達障害の症状の発現後できるだけ早期に発見し、早期に発達支援を行うとともに、切れ目なく発達障害者の支援を行うための体制整備（具体的には以下の①～④を想定）
①　発見のための仕組みづくり
②　発見と支援の役割分担
③　発見後の情報共有、相談窓口の整理・連携
④　各種協議会の役割分担と整理
(2) 学校教育における発達障害者への支援実施（特別支援学校、児童発達支援等も含む広義の教育のあり方検討）
(3) 発達障害者の就労の支援実施（就労支援期間や学校等との連携）
[bookmark: _GoBack](4) 発達障害者の自立及び社会参加のためのその生活全般にわたる支援実施（地域での自立生活の支援や障がい福祉サービス。医療機関との連携）

【 関係部署 】
　子ども政策課（児童館含む）、子ども家庭支援センター、児童相談所設置担当課、保育サービス課（保育園含む）、健康推進課、予防対策課、健康福祉センター、福祉部管理課、障がい者福祉課、福祉事務所（板橋、赤塚、志村）、学務課、指導室、生涯学習課（生涯学習センター）、地域教育力推進課、教育支援センター、産業振興課







【 検討の経過について 】
	
	開催日
	内　容

	第１回
	平成30年５月21日
	関係部署による全体検討会
・児童相談行政のあり方検討の経緯について
・発達障害について
・今後の検討の進め方

	第２回
	平成30年７月13日
	グループ①（未就学期に関わる部署）検討会
・発達障害支援事業の整理
・情報連携の整理

	第３回
	平成30年７月26日
	グループ②（就学期に関わる部署）検討会
・発達障害支援事業の整理
・情報連携の整理

	第４回
	平成30年８月３日
	グループ③（青年期に関わる部署）検討会
・発達障害支援事業の整理
・情報連携の整理

	第５回
	平成30年８月31日
	小数部署による検討会
・これまでのＰＴ検討内容の振り返り
・施策推進における課題整理


 
【 今後について 】
現在、全関係部署の意見や各々が抱える課題等を集約しており、これらをまとめたものを中間報告書（仮）として作成する予定。


